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鄭　　敬　珍
はじめに
　画巻《蒹葭雅集図》（韓国国立中央博物館蔵・以下、《蒹葭雅集図》）は、18
世紀日韓文人の関わりを分析する上で、重要な意味を持つものである。なぜ
なら、1764 年の朝鮮通信使に参加していた朝鮮の製述官・書記と、大坂を代
表する文人・木村蒹葭堂（1736 ～ 1802・以下、蒹葭堂）をはじめとする京坂
の文人たちが交遊を行い、画巻を依頼・制作したからである。筆者は拙稿で
すでにこの交遊の主体であった朝鮮の製述官・書記の文人志向について考察
し 1）、両者が共通した文人志向のもと、筆談や書簡、贈答など様々な形を通し
て交遊し、それが《蒹葭雅集図》の制作につながっていたことを明らかにした。
　《蒹葭雅集図》とは、朝鮮通信使の書記・成大中（1724 ～ 1776）が制作を依
頼し、それを受けた蒹葭堂が絵を、僧侶・大典顕常（1719 ～ 1801・以下、大典）
が題字と跋文を手掛け、蒹葭堂を含む京坂文人 7人 2）が詩文を寄せたものであ
る。制作の過程については、大典の筆談集『萍遇録 3）』から一部確認すること
ができる。
1）	 鄭敬珍「一七六四年の朝鮮通信使からみる庶孼文人：「蒹葭雅集図」制作の過程と
大坂文人たちとの交遊」『日本研究』No.52、2015、pp151-181。本稿ではこれまで日
本でほとんど注目されることのなかった朝鮮通信使の製述官・書記のほとんどが、
庶孼（両班家の庶子）の身分であったことに焦点を当て、彼らが通信使に参加する
以前から朝鮮で文人の集いを結成・参加していたことを明らかにした。
2）	 ここに詩文を寄せた人物は次の通りである。儒者・片山北海、儒者・細合斗南、医師・
儒者・福原承明、漢詩人・葛子琴、岡公翼、浄王、蒹葭堂。
3）	『萍遇録』は、僧侶・大典が 1764 年 4 月 5 日から 5月 6 日まで、朝鮮の製述官・南
玉や書記・成大中、元重擧、金仁謙などと筆談を交わした内容をまとめたものである。
本稿では、韓国国立中央図書館蔵本を参照した。
《蒹葭雅集図》にみる文人世界
―18世紀の日韓文人が共有した空間―
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　《蒹葭雅集図》を主題とした先行研究は、さほど多くないのが現状である。近年、	
横尾拓真と김영남（キムヨンナン）が論考の中で、《蒹葭雅集図》の絵の部分につ	
いて触れてはいるが、いずれの分析も美術史的観点によるものである 4）。中でも、
横尾は、池大雅筆《楡枋園図巻》（1772年）を主題とした論考の中で、明代園林
図の影響を受けた一例として《蒹葭雅集図》を取り上げている。中国文人の文
化的営為が輸入され、日本においてほぼ正確に再現された、という横尾氏の指
摘については、本稿も同じ立場を取る。だが、《蒹葭雅集図》と《楡枋園図巻》は、
厳格にいえば、制作過程を異にしている。とりわけ、《楡枋園図巻》の場合、池
大雅が以前から親交のあった京都の漢学者・巌垣龍溪の依頼を受け、庭園を描い
たのに比べ《蒹葭雅集図》は、まったく交友関係を持っていなかった近世日本
と朝鮮の文人間で依頼・制作が行われたものである。何より、絵の描き手と園林・
蒹葭堂 5）の所有者が一致しているのは、《楡枋園図巻》ともっとも異なる点である。
　本稿では、先行研究の成果を摂取しつつ、多角的な観点から《蒹葭雅集図》
を読み解くことにする。両国文人が《蒹葭雅集図》を通して求めていた文人
世界とはどのようなものであったかを明らかにし、図が有する意味合いにつ
いて考察する。
　そのため、まず、『萍遇録』などの記録からその制作経緯を概観し、通信使
の帰国後、《蒹葭雅集図》を目にした朝鮮文人たちの記録を検証する。画の分
析にあたっては、蒹葭堂が園林の名であり、蒹葭堂こと、木村蒹葭堂自身の
別号であることに注意を払って、「別号図」という概念を導入し、その様式と
《蒹葭雅集図》との関係、さらには《蒹葭雅集図》の表現上の特徴について考
察を進める。最後に、《蒹葭雅集図》に描かれている世界が、両国文人の間で
共有されていた桃源の世界の具現化である可能性を提示したい。《蒹葭雅集図》
4）	 横尾拓真「池大雅筆「楡枋園図巻」（大徳寺蔵）について：中国の園林文化の受容
と展開」『美術史』64、2015、pp	 283 ～ 298、김영남「木村蒹葭堂の絵画研究」『韓
国美術史教育学会誌』21、2007、pp113～ 153。なお、《蒹葭雅集図》の先駆けとなる研究	
には、金文京「『萍遇錄』と「蒹葭堂雅集圖」：十八世紀末日朝交流の一側面」『東方学』
124、2012、pp1 ～ 19 がある。
5）	 本稿では書斎の堂を含む空間というより広い意味として、「蒹葭雅集図」画中の空
間を園林・蒹葭堂と称し、別号・蒹葭堂の場合は、蒹葭堂と表記する。園林は『大
漢和辞典』には、園中の林、『日本国語大辞典』によると、庭園の中の林、庭園と
林という意味を持つ。
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を読み解くことは、18 世紀中期、近世日本・朝鮮社会の文人文化の有様を再
検討する手がかりとなるのだろう。
一　《蒹葭雅集図》の制作をめぐって
　成大中がはじめて《蒹葭雅集図》を依頼した時期は定かではない。だが、そ
の制作をめぐってはじめて筆談が交わされたのは、『萍遇録』の 1764 年 4 月
20 日（旧暦、以下同様）であった。その筆談の内容をみてみよう。
龍淵曰、向書託世粛、画浪華春暁、及蒹葭雅集、而師及麗王承明輩、或詩
或跋、以識其末而恵之、世粛已領諾矣、果已起草、而師亦有腹稿否、西
帰之後、要作万里顔面、故如是屢言耳、余曰、図画一事、世粛及衲輩既
領命矣、此固所願也、世粛稍試粉本、及大旆之未発、必当奉呈。（大典『萍
遇録』、1764 年 4月 20 日）
（龍淵（成大中）が言うに、「以前の書簡で世粛（木村蒹葭堂）に浪華春暁
と蒹葭雅集の画を、師（大典）や麗王（細合半斎）、承明（福原承明）た
ちには、詩あるいは、跋文を（絵巻）の末に書きしるしてお渡しくださ
るようお願いしました。世粛はすでに承諾してくれましたが、はたして
草案をすでに描きはじめたのか、また、師も心中に考える下書きがある
かどうか（気になります。）西（朝鮮）に帰った後、遠いところにいても
その顔ぶれを思い起こしたいので、このように何度もお聞きします。」私
（大典）が言うに、「画のことは、世粛と私たちがすでにその命を受け取
りました。このことは（私たちも）強く願うところです。世粛が少しず
つその下絵を試みているので、大旆（通信使のことか）が出発する前に
間に合わせて、必ず差し上げます。6）」）
　朝鮮通信使が帰国のため大坂を出発したのは、1764 年 5月 6日である。《蒹
葭雅集図》はその前日の 5月 5日に無事完成し、大典と彼の弟子・薬樹がそ
れを持参して成大中らの宿舎を訪ねた。ここで記録の一部を見てみよう。
6）	 特記のない原文の現代語訳と句読点は筆者による。ただし、『萍遇録』は原文による。
13_鄭敬珍_14号.indd   233 17/01/25   9:54
《蒹葭雅集図》にみる文人世界234
詣製述書記房、秋月正寝、薬樹揺学、既而龍淵、玄川亦聚、相与怡々、乃
出雅集巻之、余曰、世粛多々至言、此一図急卒写上、褙装亦不精好、恐
不能中高意、龍淵及秋玄披覧忻然、薬樹自傍略指示其人物。（大典『萍遇録』、
1764 年 5月 5日）
（製述官や書記の部屋にいたると、秋月（南玉）がちょうど寝ていて、薬
樹が揺らして起こした。龍淵（成大中）と玄川（元重擧）も集まり、互
いに喜んだ。雅集図の巻を取り出して私が言った。「世粛が何度も、この
図は急いで描いたうえで表装もまた、できばえが美しくなく、恐らくは
（皆さんの）心に適わないのではないか、と言っていました。」龍淵と秋月、
玄川が（雅集図を）観て喜んだ。薬樹がその隣で人物を指しながらおお
まかな説明をした。）
　まず、4月 20 日の筆談内容をみると、成大中は蒹葭堂に「浪華春暁」と「蒹
葭雅集」の二つの画題を依頼していたことが分かる。これについては後に検
討することにする。また、続く筆談から成大中の画巻制作の目的は、朝鮮に帰っ
てからも蒹葭堂をはじめ、交遊を行った人々を忘れないためであったことが
分かる。5月 5日の筆談内容で成大中だけでなく、他の製述官や書記も一緒に
《蒹葭雅集図》を観賞しているところが興味深い。薬樹が画中の顔ぶれについ
て説明しているため、《蒹葭雅集図》が蒹葭堂会の実在の人物を描いた実景図
であることが分かる。
　ここで成大中らが実際に園林・蒹葭堂を訪れ、詩会に参加していたのか、その	
事実を明らかにする必要がある。なぜなら、この点について강동엽（カンド	
ンヨプ）が論考の中で、実際に朝鮮の庶孼文人が蒹葭堂の家を訪ねていたと論	
じているからである 7）。강동엽は、朝鮮側の人物が蒹葭堂の家を訪れた際に、	
儒者・宮瀬龍門（1720 ～ 1771）や儒者・松崎観海（1725 ～ 1776）もその詩会に	
加わったと分析した。さらには、宮瀬龍門の筆談集『東槎余談』の中で、製述官・
南玉がそれについて言及しているとも論じた 8）。しかし、この点については再
7）	 강동엽「一八世紀における韓日文学交流と宮瀬龍門」、『朝鮮学報』164、1997、
pp101 ～ 130。
8）	 前掲注 7、강동엽、pp120 ～ 121。
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考の余地があると思われる。
　なぜなら、第一に、『萍遇録』や朝鮮側の使行録 9）を概観する限り、朝鮮の
製述官や書記が宿舎を離れたことは確認できない。とりわけ、帰路の大坂では
通信使の一員・崔天宗が対馬の人、鈴木伝蔵によって殺害される事件が起こっ
たことから、日本人との詩文唱和は打ち切られ、宿舎への出入りや筆談も厳
しく制限されていた 10）。第二に、松崎観海は確かに後の『蒹葭堂日記』にしば
しば登場する人物で、『観海先生集』巻八（『詩集日本漢詩』巻 14 に収録）の
目録に「木村蒹葭堂記」の収録が確認されるなど、蒹葭堂と親交があったこ
とは確かであろうが、1764 年の筆談に参加していたか否かは定かではない 11）。
最後に、宮瀬龍門の『東槎余談』（無窮会図書館織田文庫蔵）の内容を確認し
たところ、宮瀬龍門が南玉などと蒹葭堂について筆談したのは、大坂に戻る
前 1764 年 3月 10 日、江戸でのことであった。その内容をまとめてみると、宮
瀬龍門は以前、蒹葭堂を題材にした詩作を頼まれたことがあり、それは友人・
松崎観海が記録を作るためであったこと、宮瀬龍門本人も蒹葭堂と大坂で顔
を合わせたことがあった、との内容である 12）。ここで宮瀬龍門が蒹葭堂を題材
にして詩作をしたのであれば、おそらく、先述の『観海先生集』巻八の「木
村蒹葭堂記」と関係するものではないかと思われる。だが、いずれにしても、
大坂での龍門、観海と南玉らの交遊、ひいては、《蒹葭雅集図》の制作に関連
しているとは言いがたい。従って、成大中は実際に参加することのできなかっ
9）	 本稿が参考した使行録は、南玉『日観記』、成大中『日本録』、元重擧『乗槎録』金
仁謙『日東壮遊歌』である。
10）	 通信使一行が帰国のため大坂を離れる予定の 1764 年 4 月 7 日の朝、通訳と事務を
担当する中官である都訓導・崔天宗が対馬の訳官・鈴木伝蔵により殺害されるとい
う事件が発生、南玉をはじめ、製述官や書記や大典は事件当時のことを詳細に記し
ている。事件発生後、日本人と朝鮮通信使との接触は厳しくなり、詩文への和答も
中止されたが、筆談だけは継続して行われた。事件に関する記録の一部と大典を介
した南玉らと蒹葭堂会のその後のやりとりは、前掲注 1、鄭敬珍、pp169 ～ 171 を
参照されたい。
11）	 南玉は使行録『日観記』の中に「唱酬諸人」の項目を設け、日本の随所で詩文・筆
談を交わした人物の名前や特徴を記しているが、その中で松崎観海と特定される人
物は見当たらない。さらに、『日観記』だけでなく、他の三書記の使行録からも、
松崎観海との筆談記録は確認できない。
12）	「龍門曰、公等見浪華木世粛呼、曾請余詩題其堂、友人松崎君脩作記、且聞世粛請高文、
至浪華見此人則有知我也。」（宮瀬龍門『東槎余談』巻之下、三月十日）
13_鄭敬珍_14号.indd   235 17/01/25   9:54
《蒹葭雅集図》にみる文人世界236
た園林・蒹葭堂での詩会の様子を画巻に収めたかったと推測できるだろう。
二　朝鮮の記録からみる蒹葭堂・《蒹葭雅集図》
　ここからは通信使の帰国後、蒹葭堂や《蒹葭雅集図》について朝鮮の文人た
ちがどのように評価していたのかについて検討したい。通信使の帰国ととも
に朝鮮に渡された《蒹葭雅集図》は、成大中家に収蔵され、没後は成大中の子・
成海応（1760 ～ 1839）に受け継がれた。朝鮮の文人の中で《蒹葭雅集図》や
蒹葭堂について記録を残しているのは、朴趾源（1737 ～ 1805）や朴斎家（1750
～ 1805）、李徳懋（1741 ～ 1793）など、成大中と親交の深かった実学者である。
朝鮮の実学者たちは、中国の先進文明を積極的に受容する「北学」を振りか
ざしたことから「北学派」とも呼ばれた人々であった 13）。
　彼らの記録は、成大中の話を基にしていると思われるが、興味深いのは蒹葭
堂に関連する記述をみると、共通して「日本蒹葭堂主人木世粛、蔵秘書三萬巻
（日本には蒹葭堂の主人、木世粛（蒹葭堂の字）がいて、秘書を三万巻も収蔵
している）」と言及している点である 14）。さらに、成海応も著書の中で同様のこ
とに言及している15）。それは成大中らが使行中の大坂で、はじめて蒹葭堂に会っ
た 1764 年 1月 22 日の使行録に「木弘恭、字は世粛、号は蒹葭堂、浪華に堂を
開き、中国の奇書を集め毎年千以上を買い集めているという。日々四方から
詩と酒を好む者を呼び集める。豪傑な文士として名が知られ、亀井魯が評価
した人物である」と特記したこととも通じる 16）。
　では、《蒹葭雅集図》についての記述をみてみよう。朝鮮の文人が《蒹葭雅
集図》を鑑賞して残した記録は、蒹葭堂本人についての記録に比べるとさほど
13）	 前掲注 1、鄭敬珍、p151。
14）	 同様の記述が確認できるのは、朴趾源「銅蘭涉筆」『熱河日記』（『燕巖集』巻十五）、
李徳懋「耳目口心書」五『青荘館全書』巻五十二、「天涯知己書」『青荘館全書』巻
六十三、朴斎家「詩」『貞蕤閣初集』などがある。いずれも『韓国文集叢刊』に収録。
15）	「蒹葭堂在日本浪華江上、木弘恭所居也、弘恭好蓄書」（成海応「題蒹葭堂雅集図」「書
画雑識」『研経斎全集続集』巻二十六）
16）	 成大中らは、大坂に行く前の 1763 年 12 月に逗留した藍島で儒者・亀井南冥（1743
～ 1814）と詩文や筆談を交わした。その際に、亀井南冥から蒹葭堂についての情報
を得ていた。引用は、南玉『日観記』の 1764 年 1 月 22 日の記録である。
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多くない。現在、確認できる資料として、李徳懋と成海応の記録がある。まず、
李徳懋が成大中に送った書簡の内容をまとめてみると、《蒹葭雅集図》をひと
目見ようとする人が李徳懋の他にもいたこと、李徳懋は《蒹葭雅集図》を「天
下の宝」と評価し、その価値を知る者による鑑賞は「千古勝絶」と言ってい
る 17）。また、《蒹葭雅集図》を鑑賞した後、「築蒹葭堂於浪華江、菼花荻葉、蒼
然而靡、瑟然而鳴、檣篷烟雨、極望無際。（蒹葭堂は浪華江に建てられ、荻（葭）
は青く茂って靡き、瑟（琴）は鳴り、帆柱の苫には霧雨、見渡す限り（水は）
果てしない。）（李徳懋「蒹葭堂」『清脾録』巻一）と描写している。18）
　李徳懋の描写は、図 1の《蒹葭雅集図》と比べてみてもそれに近似している
ことが分かる。おそらく絵のイメージに「瑟（琴）の音がする」という、自身
の文人趣味による聴覚的イメージを付け加えたのであろう。次に成海応の記
17）	「蒹葭堂及一百八、両令公要弟願借一閱、天下之宝当与知者、共鑑賞亦千古勝絶、
恵仮如何少選即当奉還。」（李徳懋「成士執大中」『雅亭遺稿』巻八）
18）	《蒹葭雅集図》は絵巻の中身をみてみると、巻頭には「蒹葭雅集之図」の題字があり、
続く絵は、大坂で酒造業を営む町人文人・木村蒹葭堂が自身の書斎・蒹葭堂で行わ
れる集いの場面を描いたものである。つづいて儒者・片山北海、儒者・細合斗南、
医師・福原承明、葛子琴、岡公翼、浄王、蒹葭堂と大典を含め、成大中の求めに応
じた 8人の京坂文人による詩文が、巻尾には大典の跋文が組み込まれている。絵の
右上には、「甲申□応儒龍淵成先生蒹葭堂主人木村恭寫」とあるが、龍淵は成大中
の号、成大中の求めに応じて、空間としての蒹葭堂を木村蒹葭堂自身が描いたこと
が分かる。
図 1	 木村蒹葭堂《蒹葭雅集図》（部分）、32.5cm×413.5cm、
	 韓国国立中央博物館所蔵 18）
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述だが、「題蒹葭堂雅集図」と題した記述には、「堂宇蕭灑、花木照映、江中帆檣、
出没於葦蘆際、悠然可望（堂はあか抜けており、花木は照り輝き、入り江に
ある帆柱は、葦のほとりで現れては見えなくなる。（その様子は）ゆっくりと
見渡すがよい）」（成海応「書画雑識」『研経斎全集続集』巻二十六）と、成海
応も《蒹葭雅集図》の画中における視覚的イメージを描写している。
　以上の内容から浮かび上がるのは、成大中を含む朝鮮の文人たちが収蔵家・
蒹葭堂と彼の園林・蒹葭堂に興味を示していたということであろう。後述す
るが、それは《蒹葭雅集図》制作にも、かなりの影響を与えたと思われる。
三　園林・蒹葭雅と別号・蒹葭雅
　上記の分析から、《蒹葭雅集図》の依頼者・成大中は蒹葭堂会の詩会の場面
は勿論だが、浪華に造られた園林・蒹葭堂に関心を向けていたことが明らか
になった。その背景には文人の空間、園林に対する憧れや彼らの文人志向が
働いていたと考えられる。
　ここからは蒹葭堂が園林と蒹葭堂自身を表わす別号19）であったことに注目し
つつ、両者の関係と《蒹葭雅集図》との関わりについて考える。このような別
号文化は言うまでもなく、中国から流入したものである。とりわけ、明代蘇州
の園林文化においては、経済発展による盛んな園林造営とともに、園林と別号
が一致する例が多くみられる。とりわけ、次章で検討する別号図の制作から言
えば、別号はそのまま画題として用いられる場合が多く、たとえば、杜瓊の《友
松図》（友松は杜瓊の義理の兄弟の別号）、唐寅の《守耕図》（守耕は陳朝用の
別号）、文徴明の《存菊図》（存菊は王聞の別号）などが挙げられる 20）。
　蒹葭堂はいつ、どのようにして自身の園林と別号を蒹葭堂と名付けるように
なったのだろうか。もともと、蒹葭堂の名は孔恭、字は世粛、巽斎または孫
19）	 本稿では、別号と「別号図」について考察をするため、改めて別号の意味を明らか
にしておく。別号の辞書的意味として『大漢和辞典』の説明によると「別号を用い
るのは中国の戦国時代にはじまり（中略）多くは隠逸の士が自ら其の姓名を諱むた
めに名づけたもので、後人が自ら標異するために称するものとはちがふ。」とする。
20）	 クレイグ・クルナス著（中野美代子、中島健訳）『明代中国の庭園文化：みのりの場所、
場所のみのり』青土社、2008、p190。
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斎と称し、その家は酒造を業としていた。『木村蒹葭堂全集』第八巻の水田紀
久の蒹葭堂年表によると、蒹葭堂は 1756 年、家の庭中の井戸より芦の根が出
たことから、自身の書斎を蒹葭堂と名付けたという。その理由としては、葦
が浪華の名物であったことと『詩経』秦風の詩題に因んでのことであったと
される 21）。
　図 1の《蒹葭雅集図》からすると、園林・蒹葭堂の入り口にある井戸が、お
そらく芦根を発見した井戸であろう。また、三棟の書斎には蒹葭堂収蔵の書
籍がぎっしり入っている様子が確認できる。蔵書家・蒹葭堂にふさわしい空
間だが、全体的には、外の空間から隔離された庭と書斎が強調されている。
　ここで園林・蒹葭堂と若き蒹葭堂を語る上で欠かせない人物として、大典
を取り上げる。大典は《蒹葭雅集図》制作においても重要な役割を担った人
物であるが、園林の造営初期から蒹葭堂を訪れて交遊するなど、若き蒹葭堂
との親交が深かった。とりわけ、注目すべき点は、1761 年、蒹葭堂 26歳の時
に、大典の初詩選集『昨非集』を刊行したことである。この『昨非集』巻下
には、園林・蒹葭堂が造営された初期の交遊ぶりを詠った詩が収められている。
「世粛蒹葭堂始見合麗王答其見贈」と題したこの詩は、大典が園林・蒹葭堂で、
合麗王こと、儒者で漢詩人・細合半斎とはじめて交遊し、その答礼として贈っ
たものである 22）。細合半斎も後に1764年の通信使と筆談を行った人物であり、
《蒹葭雅集図》巻に詩文を寄せた一人である。
　『昨非集』の書名は、東晋の詩人・陶淵明（365 ～ 427）の「帰去来兮の辞」
の「今の是にして昨の非なるを覚りぬ」に由来するという 23）。さらに、大典の『北
禅遺草』巻三（早稲田大学蔵）をみても、「陶淵明帰去来図」と題した記述が
あり、大典と共に蒹葭堂も陶淵明への憧れを抱いていたと思われる。言うま
でもなく、陶淵明の桃源の世界は東アジアに共通する文人の理想郷であった。
21）	 蒹葭堂年表は、水田紀久、橋爪節也監修『蒹葭堂顕彰・年譜・研究文献目録抄』藝
華書院、2015、p365 による。他の内容については、水田紀久『近世浪華学芸史談』
中尾松泉堂書店、1986、pp220 ～ 221、寺下誠『大阪府立図書館紀要』39、2010、
pp4 ～ 6 を参照。
22）	 中村真一郎『木村蒹葭堂のサロン』新潮社、2000、pp120 ～ 121 に翻刻と簡略な説
明が付されている。
23）	 末木文美士、堀川貴司注『僧門：独菴玄光・売茶翁・大潮元皓・大典顕常』岩波書店、
1995、p329 の解説による。
13_鄭敬珍_14号.indd   239 17/01/25   9:54
《蒹葭雅集図》にみる文人世界240
蒹葭堂と桃源の世界との関わりについては、後述したい。
　では、ここで園林・蒹葭堂に対する蒹葭堂自身の認識を確認しておこう。そ
の心情の一端が垣間見られる記述が、頼春水筆の『在津紀事』（1877 年）にある。
世粛（木村蒹葭堂）は好事名を著はす。雅より芸能多し。凡そ書画篆刻、
及び諸機巧、染指せざる莫し。人最もその画及び物産の学を推す。余は
則ちその書を読み、善く要領を得たるを欽す。凡そ舶来の異籍、その新
旧同異、増損出入の類、歴歴暗記し、問ひに随つて響応す。世粛堂を蒹
葭と号す。その扁字堂記寄題の詩、諸を四方に請ひ、数十巻と為す。客
至れば出し視し、人をして厭勌せしむ。今何くに在るかを知らず。（中略）
世粛数その居宅を修し益狭隘なり。世粛常に言ふ。「文徴明の停雲館、名
著はる。客来つて「何くに在りや」と問ふ。徴明伝はく。「吾が館は図書
上より来る」と。是れ傚ふべきなり」と。因つて嘗て蒹葭堂図を作る。規
模宏闊、皆仮設に属す 24）。
　文徴明（1470 ～ 1559）は明代蘇州の文人文化を代表する文人画家であり、
停雲館は彼の書斎である 25）。蒹葭堂は自身の園林・蒹葭堂を文徴明の停雲館に
たとえ、実在する空間と、書画の上で表現される空間の両方の価値を認めて
いる。このような蒹葭堂の心情は、自身の手掛けた《蒹葭雅集図》にも反映
されていると言えよう。成大中の依頼に応え、蒹葭堂自身が表した園林、そ
して蒹葭堂の文人世界とはいかなるものだったのだろうか。次章では、明代
蘇州の別号図の様式からの影響について分析したい。
四　別号図としての《蒹葭雅集図》
　別号図（The	biehao	Paingting）は、commemorative	painting、別号図を制
24）	『在津紀事』の翻刻は、多治比郁夫、中野三敏校注『当代江戸百化物；在津紀事；
仮名世説』（『新日本古典文学大系 97』）岩波書店、2000、p223 による。
25）	 内山知也は、文徴明にとって停雲館は癒しの空間であったと紹介している。停雲館
を詠んだ詩を含め文人文徴明については、内山知也『明代文人論』木耳社、1986、
pp108 ～ 161 を参照。
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作する慣習を共有する program	painting26）、人格化した山水 27）など、これまで
様々な定義がなされてきた 28）。別号は、所有者をもっともよく表すもので、別
号図はそれを造形化したものであり、西洋絵画における肖像画と同じような役
割を果たすという見方もある 29）。すなわち、別号図は、単に園林をありのまま
に描くものではなく、園林の所有者の意図が絵の制作段階から反映され、画家
によって演出されるという特徴をもつものである。このような別号図が一つ
のジャンルとして定着し、盛んに制作されるようになったのは明代蘇州におい
てであった。経済発展を背景に蘇州では多くの園林が造営され、園林には所
有者の別号が付けられる場合が多く、文人交遊の場としても機能していた 30）。
　では、具体的に別号図の様式上の特徴をみてみたい。まず、別号図は一般的
に手巻、すなわち、書画の画巻形式で制作する場合が多いと言われるが、そ
の様式について横尾は、次のように分析している。
巻子の冒頭、引首と呼ばれる場所には、園林の名称が篆書で大書され、つ
ぎに中心となる絵画が登場し、その後の跋紙には、園林を主題とした散
文形式の記、園林の景物を詠んだ漢詩が続く。それらは、園林の所有者
が著名な文士に作画、撰文、書写を依頼した。また、画については、一
目で見渡せる長さに園林の全景が描かれていることが多い 31）。	
26）	 別号図の定義と詳細については、Anne	 de	 Coursey	 Clapp『Commemorative 
Landscape Painting in China』P.Y.	 and	 Kinmay	W.	 Tang	 Center	 for	 East	 Asian	
Art	 of	 Princeton	 University、2012、pp79 ～ 110、Anne	 de	 Coursey	 Clapp『The 
Paintings of Tang Yin』Chicago:	University	of	Chicago	Press、1991、pp47 ～ 66 を
参照されたい。
27）	 유순영（ユスンヨン）「인격화된 산수：呉派의別号図」『韓国美術史教育学会誌』27、20
13、pp193 ～ 230。
28）	「別号図」という名称はすでに 16 世紀末には使われていて、鑑賞家で理論家の張丑
によって一つの独立した画風として認識されたという（前掲注 20、クレイグ・クル
ナス、p188）。
29）	 宮崎法子『花鳥・山水画を読み解く：中国絵画の意味』角川書店、2003、p99。
30）	 前掲注 4、横尾拓真、pp283 ～ 284。
31）	 前掲注 4、横尾拓真、p286、挿絵 3も参照されたい。なお、これについてはクルナスも、
別号図には標準化した構図があると同様の分析をしている（前掲注 17、クレイグ・
クルナス、p192）。
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　図 2の《蒹葭雅集図》の全体図をみると、上記の別号図の様式上の特徴が忠
実に継承されていることが分かる。先述した『萍遇録』1764 年 4月 20 日の筆
談で、成大中が画や跋文、詩文をそれぞれの人に依頼したことを踏まえると、
成大中はこのような別号図の様式を求めていたと受け取れる。言うまでもなく、
要請を受けた蒹葭堂や大典にもその制作意図が共有されていたのであろう。
　このような別号図の全体構図の特徴を念頭に置きつつ、実際、明代蘇州で
制作された作例をいくつか取り上げ、《蒹葭雅集図》の別号図的要素について
さらに検討を加えたい。
　まず、別号図における絵の描法について考える。宮崎は、別号図の画中表現
にみられる共通点について「第一、美しい庭園の中の草堂、第二、はるかな
山並み、第三、開けた湖や川を望むもの」と分析している 32）。また、高い視点
から描く俯瞰的描写が主に用いられる場合が多く 33）、画中の園林の空間は、自
32）	 前掲注 29、宮崎法子、pp99～ 100、堂などの空間はより身近なものとなり、とりわけ、
友人が堂などの庭園に訪れる様子が描かれているのは、明代の別号図の特徴だという。
33）	 前掲注 20、クレイグ・クルナス、p188。
図 2	《蒹葭雅集図》（画巻全体）
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然景観に比べ強調される特徴があるという 34）。
　このような別号図の描法の特徴は、上記の作例においても同様にみられる
が、図 1の《蒹葭雅集図》に即してみるとどうなのだろうか。結論から言えば、
《蒹葭雅集図》においてもこのような特徴は、忠実に守られている。たとえば、
中央に園林・蒹葭堂を配置する画面構成により、鑑賞者は俯瞰的な視点から
園林を観ることができる。とりわけ、屋根しか見えない家々を配することで、
園林・蒹葭堂を高台にあるように見せ、園林を強調している。その一方で、周
囲の景観については、曖昧でぼやけた描法を駆使している。遠くに描かれた
山並みは画面の右奥の方まで続いており、それと相まって、水はどこまでも
続いている。さらに、中央に目を向けると、園林の真ん中には三棟の書斎が、
その手前には広い庭が広がり、松や桃の木が園林の周囲を囲んでいる。外の世
界との境界を表していると思われる囲いは、図 3の《友松図》に類似している。
《蒹葭雅集図》だけでなく、いずれの作例においても文人の空間を象徴するか
のように、中央には松が見られる。三棟の書斎中、とりわけ、中央の書斎では、
画題「蒹葭雅集」にふさわしく、文人の雅集が行われようとしている。
　《蒹葭雅集図》の別号図的特徴としてもっとも重要なのは、画面全体に広がっ
ている葦であろう。葦は、まさに別号・蒹葭堂を表わすモチーフと言えるが、
庭にある井戸と合わせて、別号・蒹葭堂を想起する装置として施されたと思
われる。現存するもっとも初期の別号図とされる《友松図》（図 3）にも同様
な描法が用いられている。クルナスの分析によれば、杜瓊は、義の兄弟の別号・
34）	 前掲注 20、クレイグ・クルナス、p198、蘇州の別号図における空間の強調は、土地
と所有主の関係に対する態度を反映していると分析した。
図 3　杜瓊《友松図》1459 年以前	北京故宮博物院蔵
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「松友」を主題に描いた《友松図》で、「松友」に内在する意味を明らかにすべく、
画面全体に「松を友とする」を表現したという 35）。
　さらに、別号図は、園林の所有者から依頼を受けた文人画家や職業画家が作
画するのが主な制作方式であった 36）。それを踏まえると、冒頭で触れたように
《蒹葭雅集図》において、描き手と園林の所有主が一致する点は注目に値する
と言える。いずれにせよ、蒹葭堂が自身の別号図を手掛けたことは、蒹葭堂
にとっても園林に託した心情を表わす良い機会であったのだろう。
　このような別号図の様式を蒹葭堂自身が熟知していたのか否かは、依然と
して定かではない。《蒹葭雅集図》を制作した時、蒹葭堂はまだ 29 歳であり、
画業の初期に当たる時期であった 37）。だが、蒹葭堂はかなり早い時期から大岡
春卜や柳沢淇園、池大雅など、当代を代表する画家に師事し、中国画の知識や
模倣の方法などを身につけていた。一方で、『蒹葭堂書目』（関西大学蔵）からは、
蒹葭堂が画譜や書画関連書籍を多数所有していたことが確認できる38）。その上、
明代画家と関連する書籍の刊行にも積極的に加わっていたことなどを踏まえ
ると、蒹葭堂が明代画風の一種として別号図の様式を知っていた可能性は十
分あると思われる 39）。この疑問点をも踏まえて、次章では《蒹葭雅集図》に施
35）	 前掲注 20、クレイグ・クルナス、p197。
36）	 前掲注 26、Anne	de	Coursey	Clapp（2012）、pp79 ～ 80。
37）	 画家としての蒹葭堂については、江戸時代後期の絵師・白井華陽の『画乗要略』巻
三（1831 年刊）の中で、「木村世肅、字は孔恭、浪華の人。山水を写す、脱灑簡略。
墨梅水仙も、亦た並に人望に称（かな）うことを得たり。」とある（木村重圭『［定本］
日本絵画論大成第 10 巻』1998、p59 を参照）。
38）	『蒹葭堂書目』上下（筆写本）を確認したところ、『佩文斎書画譜』（清）、『十竹斎画譜』
（明）、『八種画譜』（明）、『扶桑画譜』（1735 年刊）などの画譜以外にも、28 点の絵
画の収蔵記録が確認できた。その他、書画関連書籍の収蔵記録も多数確認できる。
39）	 代表的な例として彭城百川の『元明画人考』（1751 年刊）を補訂して 1777 年に刊行
した『元明清書画人名録』がある。さらに、蒹葭堂は歴代中国画家の目録集である
明人・都穆編『鉄網珊瑚』をすでに 1764 年に収蔵していたとされる。それは文化元
年の『商舶載来書目』の中の『鉄網珊瑚』伝来記録に先行するものである。その入
手経路は明らかでないものの蒹葭堂がかなり早い段階で収蔵していたとされる。（稲
田篤信「『拙古堂日纂』の研究：近世中期上方における明清書学書の受容」『日本漢
文学研究』3、2008、pp3 ～ 4）。なお、『蒹葭堂書目』巻上からも「都穆鉄網珊瑚一冊」
の記録が確認できるなどを踏まえるとその可能性は否定できないのだろう。横尾は、
池大雅の「楡枋園図巻」が明代蘇州の園林画の一類型を模したものであると指摘し、
その同時期に制作された園林画の一例として《蒹葭雅集図》を挙げている（前掲注 4、
横尾拓真、pp285 ～ 289）。池大雅と蒹葭堂の親交を踏まえても、蒹葭堂が園林画の
一類型として別号図形式の絵画を目にしていた可能性はあると考えられる。
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された表現上の特徴について考察したい。
五 《蒹葭雅集図》の表現上の特徴について
　ここで再び、成大中が画巻制作について言及した 1764 年 4月 20 日の筆談記
録に注目してみよう。当初、成大中が蒹葭堂に依頼していたのは「浪華春暁」
と「蒹葭雅集」の二つの画題であった。金文京は、《蒹葭雅集図》はこの二つ
が合わさったものであると推測しているが 40）、この点については十分な分析は
なされていない。ここからは成大中や朝鮮の文人たちが、園林・蒹葭堂だけ
でなく、蒹葭堂の描く文人世界に興味を示していたことに注目し、前章の分
析に続き、《蒹葭雅集図》の表現上の特徴について考察したい。結論から言え
ば、成大中からの二つの画題に対し、蒹葭堂は桃の木というモチーフを用い、
陶淵明の桃源境、李白の桃李園の世界を《蒹葭雅集図》の中に取り入れながら、
独創的な文人世界を作り上げていたと思われる。
《桃源図》と蒹葭堂
　蒹葭堂はかなり早い時期から仇英筆《桃源図》を収蔵し、自らも《桃花図》
を手掛けるなど、桃花の画題に興味を示していた。画家・蒹葭堂が手掛けた
絵の中で、年代の確認できるもっとも初期のものが図 4の《桃花図》（1757 年・
22 歳）である 41）。
　合わせて、仇英筆《桃源図》の収蔵時期をみてみると、水田の年表によれ
ば 1760 年に篠山藩儒関世美が蒹葭堂蔵の仇英筆《桃源図》に跋を著したこと
が確認できる 42）。蒹葭堂がいつから《桃源図》を収蔵していたのかは定かでは
ないが、当時、陶淵明の桃源境の流行と歩調を合わせて、蒹葭堂も《桃源図》
40）	 金文京『18 세기일본지식인조선을엿보다평우록（萍遇録）』成均館大学出版、2013、	
p64。
41）	 大阪歴史博物館編『木村蒹葭堂：なにわ知の巨人：特別展没後200年記念』思文閣出版、
2003、p174 の橋爪節也の解説による。
42）	 前掲注 18、水田紀久（2015）p365、水田紀久『木村蒹葭堂研究：水の中央に在り』
岩波書店、2002、p294 の年表によると篠山藩儒関世美が蒹葭堂蔵の仇英筆《桃源図》
に跋を著したことは『寄題蒹葭堂詩巻』によるという。
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図 4　木村蒹葭堂《桃花図》1757年	個人蔵
図 5　仇英《桃花源図》（部分）16世紀	ボストン美術館蔵
図 6　仇英《桃花源図》（部分）17世紀	セントルイス美術館蔵
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の世界に憧れを有していた可能性は高いだろう。蒹葭堂蔵の《桃源図》は現
存が確認できないため、別本の仇英筆《桃花源図》巻を取り上げてみよう。
　図 5と図 6の仇英筆《桃花源図》巻は、同じ構図を持ちながらも、人物の
衣装や配置、山や桃の木の濃淡に相違が見られる。先述した仇英の《東林図》
と《園居図》にみられた「伝模移写」の技法がここでも見て取れる。このよ
うに仇英の作品に「伝模移写」がしばしばみられるのは、仇英が職業画家であっ
たことが影響していると言われている 43）。逆に言えば、当時、別号図や桃源の
世界を描いた絵に対する需要の高さと、その要請に合わせ「伝模移写」が盛
んに行われていたことを裏付けるものともとれよう。
　再び《桃源図》上の世界に話を戻すと、《桃源図》は文人の理想郷として東
アジアに共通して制作されてきた 44）。とりわけ、桃花は世俗から隔離された理
想の世界・桃花源境の入り口に配置され、世俗と理想郷を区切る重要な機能を
するという 45）。そもそも桃は、中国では古くから神秘的な植物と捉えられ、魔
除けの力や強い霊力を備えていると伝えられて来た 46）。桃花と理想郷の関係に
おいて、もっとも有名なのは陶淵明の『桃花源記』の中の世界である。『桃花
源記』の一部を引用すると、
晋太元中、武陵人捕魚為業、
緑渓行、忘路之遠近
忽逢桃花林、来岸数百歩、
中無雑樹、芳華鮮美、落英繽紛、
漁人甚異之、復前行、欲窮其林、
43）	 国立故宮博物院の解説による。www.npm.gov.tw/exh96/re-presenting/intro_jp.html	
（閲覧日：2015 年 11 月 10 日）、仇英の作画の特徴などについては、ジェームス・ケー
ヒル著（新藤武弘、小林宏光訳）『江岸別意：中国明代初中期の絵画	 1368-1580 年』
明治書院、1987、pp213 ～ 219 を参照。
44）	 17 ～ 19 世紀の朝鮮社会に《桃源図》がどのように受容・制作されていったのかにつ
いては、宣承慧「朝鮮後期の桃源図について」『アジア遊学』120、2009、pp28 ～ 41。
45）	 大木康「中国明清文人たちの楽園：江南の園林をめぐって」『アジア遊学』82、
2005、pp19 ～ 22。
46）	 芳賀徹監修『桃源万歳！：東アジア理想郷の系譜』岡崎市美術博物館、2011、
p204、桃のイメージが中国、日本でどのように受容されたのかは、小南一郎「桃の
傳説」『東方学報』72、2000、pp49 ～ 77 を参照。
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（晋の太元中、武陵の人、魚を捕うるを業と為す。
渓に緑うて行き、路の遠近を忘る。
忽ち桃花の林に逢う、岸を夾むこと数百歩、
中に雑樹無く、芳華鮮美にして、落英繽紛たり。
漁人甚だ之れを異しむ。
復た前み行きて、其の林を窮めんと欲す 47）。）
　上記の『桃花源記』の内容によると、桃花の林のすぐ向こう側には、主人公
の漁師がこれまで出会ったことのない神仙の世界が繰り広げられている。桃花
の林との遭遇は、桃源境への「橋がかり 48）」の装置でもあっただろうが、《蒹葭
雅集図》に即していえば、岸は描かれてないものの、画中の桃の木は、文人の
理想が詰まった空間、すなわち、園林・蒹葭堂への道しるべの役割をしている。
その上、園林・蒹葭堂を囲っている桃の木には、実際の生業や生活空間と隣
接して設けられた園林・蒹葭堂と外の世界を区切る意味も込められていたの
であろう。もっとも、18 世紀の文人の理想郷とは、必ずしも深山などでの隠
逸を意味するのではなく、宮崎が言うように「日常と地続きの理想郷」であっ
たことを裏付けているとも言えよう 49）。それこそが、園林・蒹葭堂の有する意
味合いであると同時に、蒹葭堂が理想とする世界であったと言っても過言で
はないのだろう。
《桃李園図》と蒹葭堂
　蒹葭堂は《桃源図》だけでなく、仇英筆《桃李園図》とも関わりをもっていた。
それに関連する興味深い記述が大典の『昨非集』にある。先述の通り、『昨非集』
は大典の初詩集であり、蒹葭堂がはじめて刊行を手掛けたものであるが、『昨
非集』巻上をみてみると、「仇実父画ケル桃李園宴ニ題ス」という項目がある。
仇実父とは仇英の字であり、大典は仇英筆の《桃李園宴図》に題したことが
47）	 松枝茂夫、和田武司訳注『陶淵明全集』下、岩波書店、1990。
48）	 前掲注 46、芳賀徹、p9、「桃源境序説」では、『桃花源記』の中の桃花源へのアプロー
チの部分描写について能舞台用語を借りて「橋がかり」と称した。
49）	 前掲注 29、宮崎法子、p100。
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分かる。それは『昨非集』の刊行年 1761 年以前に、大典や蒹葭堂が仇英筆の《桃
李園宴図》の実物をみていた可能性を物語る。この《桃李園宴図》を蒹葭堂
が収蔵していたか否かは定かではないが、京都・知恩院蔵の仇英筆《桃李園図》
（図 7）である可能性が高いだろう。
　現存する京都・知恩院蔵の仇英筆《桃李園図》は、李白の「春夜宴桃李園序」
に登場する、文人宴会の様子を描いたものである 50）。時代が下ると、蒹葭堂と
も親交があった画家・林閬苑も《桃李園図》（図 8）を制作している。岩佐伸
一の解説によれば、林閬苑筆《桃李園図》の掛軸には李白の「春夜宴桃李園序」
が記されており、絵は桃李園で行われた宴を俯瞰的に描いたもので、林閬苑
は京都在住の時、知恩院に収蔵されていた仇英筆の《桃李園図》を実見して
いるという 51）。両画の題材となっている李白の「春夜宴桃李園序」にある「会
桃李之芳園、序天倫之楽事、群季俊秀、皆爲恵連（桃李の芳園に会して、天
50）	 元々この作品は仇英が手掛けた 2幅対のもので《桃李園金谷園図》ともされる。こ
れについては、前掲注 43、ジェームス・ケーヒル、pp213 ～ 214 に詳しい。
51）	 岩佐伸一、伊藤紫織、松岡まり江企画・編集『唐画もん：武禅に閬苑、若冲も』大
阪歴史博物館、千葉市美術館、2015、p177 の解説による。
図 7（左）	仇英《桃李園図》（部分）京都・知恩院蔵
図 8（右）	林閬苑《桃李園図》19 世紀　個人蔵
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倫の楽事を序す。群季の俊秀なるは、皆恵連たり 52）。）」の句の通り、蒹葭堂は《蒹
葭雅集図》の詩会の場面に、《桃李園図》の雅会のイメージを重ね合わせてい
たことが推察できる。
《武陵桃源図》と蒹葭堂
　最後に、18 世紀に制作された池大雅筆《武陵桃源図》（図 9）から、陶淵明
の桃源境の再解釈について考えてみたい。近世日本において、桃源境は、漢詩
文や五山文学の重要なテーマとしてよく詠まれてきたが、桃源の世界のイメー
ジが絵として普及したのは、18 世紀中期、文人画の流行と時期をともにして
いる 53）。それは蒹葭堂が仇英の《桃源図》を収蔵し、自ら《桃花図》を手掛け
ていた時期とも重なり合っており、蒹葭堂の桃花のモチーフへの興味は、こ
のような時代の流れとも合致していたと言える。
　図 9の《武陵桃源図》は、大雅の 41歳前期（1763 ～ 1764）の作品と推定さ
れるが、河野元昭の解説によると、大雅の作品の内、「武陵桃源」を主題とし
たものはほかに例をみないという。そのかわり、大雅は陶淵明について繰り返
し描き、大雅の陶淵明に対する深い尊敬の念と憧憬が《武陵桃源図》の視覚化
を可能にしたと河野は分析している 54）。本稿が注目するのは、池大雅の《武陵
桃源図》と《蒹葭雅集図》の制作時期がほぼ重なっている点である。池大雅と
蒹葭堂の師弟関係を含む交友関係を踏まえると、桃の木を用いた《蒹葭雅集図》
の視覚的イメージの表れは、蒹葭堂自身の《桃源図》に関する知見もさるこ
とながら、同時期、日本の画家による桃源の世界のイメージ化が流行しはじ
めていたという背景とも関連しているのではないだろうか。
　前述のように 18 世紀の日本文芸において、桃源の世界は詩壇だけでなく、
絵画においても重要なテーマであったとされるが、大事なのは、この時期に
なると桃源の世界とは、中国故事の中の神仙世界を意味するのではなく、現
実の日本の都市郊外や農村の風景へと変わりつつあったという点である 55）。こ
52）	 星川清孝『古文真宝』（後集）（『新釈漢文大系』16）明治書院、1967、p101 の翻刻による。
53）	 河野元昭「池大雅筆	武陵桃源図」『國華』No.120、2014、pp35 ～ 39。
54）	 前掲注 53、河野元昭、pp38 ～ 39。
55）	 前掲注 46、芳賀徹、p37。
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のような時代の流れと桃源境の変容は、近世日本だけでなく朝鮮社会におい
ても同じことが言える。
　18世紀の朝鮮では桃源図の世俗化が進んだという宣承慧の分析のように、当
時、朝鮮社会には、日常生活そのものが理想社会であるという風潮が強かった
とされる 56）。それに加え、漢陽の景勝地や個人の園林、別墅を中心に、文人の
詩会や交遊が盛んに行われていたのも一因として挙げられる。とりわけ、朝鮮	
の「真景山水画」の画風を確立したとされる文人画家・鄭敾（1676～ 1759）は、漢	
陽の景勝地や園林の画を積極的に手掛けた人物であり、彼が与えた「真景山
水画」画風の影響も桃源境の変容を後押ししたと言える 57）。
　18 世紀、朝鮮で制作された桃源図をみてみると、風景や人物表現において
朝鮮のものに置き換えられている作例がたびたび見られる。ここでは、その好
例として李夏坤（1677 ～ 1724）の《桃源問津図》（図 10）と金喜誠（1710 ～	
1763 頃）の《樵客始博図・競引還家図》（図 11）を取り上げる。二人とも鄭敾と	
親交が深かった人物で、李夏坤は鄭敾と同時代に活動し、金喜誠は鄭敾の門下の	
56）	 前掲注 44、宣承慧、pp32 ～ 34。
57）	 박은순（パクウンスン）「朝鮮後期写意的真景山水画의形成과展開」『韓国美術史研究』	
16、2002、이순미（イスンミ）『朝鮮後期鄭敾画派의漢陽実景山水図研究』高麗大学、	
2012、pp215 ～ 233。
図 9　池大雅《武陵桃源図》18 世紀　個人蔵
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人として知られる。李夏坤の《桃源問津図》は、文徴明の《桃源問津図》に同じ	
画題があり、金喜誠の《樵客始博図・競引還家図》は、唐の詩人・王維（699 ～	
759）の詩「桃源行」の中の「樵客始博、競引還家」に基づいている 58）。二作品
を比べてみると、両方とも桃の木や洞窟など、桃源図の要素を強調しながらも、
朝鮮ののどかな農村風景や朝鮮の衣装を着た人々を描いている 59）。このような
作例からみると、同時代朝鮮においても、先述の池大雅の《武陵桃源図》と《蒹
葭雅集図》と同様、桃源図の変容や再解釈が顕著であったことが確認できる。
	
58）	 前掲注 57、박은순、pp333 ～ 363、김수진（キムスジン）「不染斎金喜誠山水画研究」『美
術史教育学会誌』258、2008、pp141～170、조인희（ジョインヒ）「王維	詩意図를	통해 본 
朝鮮文人들의理想」『ドンアク美術史学』17、2015、pp127 ～ 152 を参照。
59）	 오세권（オセグォン）「한국 현대미술에서 나타나는	 武陵桃源図의 표현에 대한 
연구」『基礎造形学研究』12、2011、pp272 ～ 273。
図 10　李夏坤《桃源問津図》18 世紀	澗松美術館蔵
図 11　金喜誠《樵客始博図・競引還家図》18 世紀	東京国立博物館蔵
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　話を「蒹葭雅集図」に戻すと、以上の分析が明らかにしたことは、成大中が
依頼した「浪華春暁」と「蒹葭雅集」の二つの画題に対し、蒹葭堂は桃の木
のモチーフを用い、園林・蒹葭堂を、実在する空間であると同時に、中国の
陶淵明の桃源の世界からなる理想の文人世界に見立てたことにあると言える。
もう一つ指摘したいことは、《蒹葭雅集図》が単なる仇英本の《桃源図》の模
写に止まらず、《桃李園図》にみる文人雅集のイメージを取り入れながら《蒹
葭雅集図》独自の理想の文人世界を具現化した作品であった、という点である。
むすび―共有された《蒹葭雅集図》の中の文人世界
　以上のように、本稿では 1764年日本に来聘した朝鮮の文人と蒹葭堂会の人々
の交遊の産物《蒹葭雅集図》を主題に取り上げ、園林・別号としての蒹葭堂の
イメージがどのように具現化されていたのかについて検討を進めてきた。本
稿では、依頼者と制作者の間で「実在すると同時に理想化された文人空間で
の雅集、いわゆる、桃源の世界」が共有されていたことを確認することがで
きた。依頼者・成大中の要請に、蒹葭堂は人物や実在する空間を忠実に描写
しながらも、意図的に桃の木を配置することによって、《蒹葭雅集図》の世界
を桃源の世界に見立てた。また、それは成大中が求めていた「浪華春暁」と「蒹
葭雅集」の世界とも釣り合っていたと言えるのだろう。その背景には、陶淵
明の『桃花源記』からなる桃源境の理想世界が両国文人の間で共有されてい
たことがあると推察できるが、「武陵桃源」や「桃源境」の世界が 18世紀以後、
両国の文人文化と相まってどのように受容、変容していったのかについては、
今後の課題としたい。
　依頼者・成大中と木村蒹葭堂、ひいては大坂で交遊した朝鮮と京坂の文人
たちが《蒹葭雅集図》を通して共有したのは、「文人趣味」であったのだろう。
水田の定義を借りれば「文人趣味」とは、18 世紀後半、知識人を中心に流行
した「中華」趣味であり、「文人趣味」を通して人々は身分を越えてともに風
流の世界を楽しんだという60）。《蒹葭雅集図》の制作に当ててみる時、「文人趣味」
60）	 水田紀久「文人趣味」（諏訪春雄、日野龍夫編『江戸文学と中国』）毎日新聞社、
1977、p185。
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を共有した交遊は、海を越えても行われていたことが鮮明に浮かぶだろう。
　いずれにせよ、《蒹葭雅集図》を目にした、朝鮮の文人・李徳懋が「天下の宝」
や「千古勝絶」と賞したのは、依頼者と制作者によって具現化した世界への
共感と憧憬の表れであったとみてよいだろう。そのように考えると、《蒹葭雅
集図》は、18 世紀中期の近世日本と朝鮮の文人たちの間で共有された、東ア
ジア的文人文化の普遍性を模索する一つの資料として、重要な意味合いを有
していると言えよう。1764 年大坂を中心とした両国文人の交遊は、朝鮮通信
使行以上の成果を我々に残してくれた可能性がある。
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<ABSTRACT>
The World of the Literati as Seen in the Kenka gashū zu
- A Space Co-Occupied by Japanese and Korean Literati 
in the 18th Century -
JEONG Kyung Jin
The Kenka gashū zu picture scroll is of great importance in analyzing the 
relationships between Japanese and Korean literati in the 18th century. The 
reason for this is that persons of letters and recorders who were Korean envoys 
in the Joseon mission to Japan of 1764 and the literati of Kyoto and Osaka 
including Kimura Kenkadō, the eminent person of literati of Osaka, socialized 
with each other; and commissioned and created picture scrolls amongst 
themselves. The Korean envoy and recorder Song Dae Jung commissioned 
the creation of the Kenka gashū zu to Kenkadō; and Kenkadō asked the monk 
Daiten Kenjō to write the letters in the title and the afterword, while seven 
literati from Kyoto and Osaka including Kenkadō himself contributed poetry. 
Using the Kenka gashū zu, this manuscript identifies the kind of literati world 
that the literati of both countries desired; and examines the implications held 
by the scroll.
Firstly, I reviewed the chronology of the creation of Kenka gashū zu from 
records such as the Hyegūroku, and I inspected records written by the Korean 
literati after they had seen the Kenka gashū zu and after the Korean envoys 
returned to their country. Through the analysis of the pictures, Kenkadō was 
the name of a garden, and considering that this was another name of Kenkadō 
himself, I adopted the notion of the “Scroll of Another Name.” I focused on 
its style and its relation to the Kenka gashū zu, as well as the features of the 
Kenka gashū zu in terms of its expression. Lastly, I suggest the possibility 
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that the world depicted in the Kenka gashū zu is the embodiment of the 
paradise-on-earth co-occupied by the literati of both countries. I analyzed 
the actual refined gatherings, and at the same time, the idealized versions of 
such gatherings that occurred in the literati space, or the so-called paradise-
on-earth shared by the client and creators (of the scroll). Accordingly, at the 
behest of the client Song Dae Jung, Kenkadō intentionally placed a peach tree 
in the scroll while faithfully depicting characters and places, and by doing 
so, this gave rise to the possibility that Kenkadō used the world in the Kenka 
gashū zu to resemble paradise-on-earth. In light of this, using the Kenka 
gashū zu, it could be said that what the literati of both countries shared (or 
had in common) was “hobbies or tastes of the literati.” It can be said that the 
Kenka gashū zu has important implications as a document that explores the 
universality of East Asian literati culture during the mid-18th century. There 
is a possibility that the socializing that occurred among the literati from both 
countries mainly in Osaka in 1764 left us with an outcome that exceeded the 
work of the Korean envoys of the Joseon missions.
Keywords:  Kenka gashū zu, Kenkadō kai, illegitimate literati, hobbies or 
tastes of the literati
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